
平成３０年度 
岩手県立種市高等学校第２回学校評議員会 記録 

  
期 日  平成３１年２月２６日（火）１６：００～１６：３０ 
場 所  本校 会議室 
出席者  学校評議委員 Ａ氏（教育関係者） 
            Ｂ氏（地域関係者） 
            Ｃ氏（地域関係者） 
            Ｄ氏（地域関係者） 
     学校職員   校長、副校長、事務長、総務主任、教務主任、生徒指導主事 

進路指導主事、保健主事、海洋開発科主任、各学年主任 
総務部員 

 
１ 開 会 
 
２ 校長あいさつ 
 
３ 出席者あいさつ 
 
４ 学校概況説明 
（１） 平成３０年度学校評価アンケートについて（副校長より） 
（２） 各分掌からの報告 
 ア 平成３０年度在籍異動・出欠状況・中学生体験入学実施状況（教務主任より） 
 イ 平成３０年度部活動の主な大会結果（生徒指導主事より） 
 ウ 平成３０年度進路決定状況（進路指導主事より） 
 エ 平成３０年度スクールカウンセラーの活用状況について（保健主事） 
（３） 平成３０年度海洋開発科に関する状況について (海洋開発科長より) 
 
５ 質疑【評：学校評議員、○：本校職員】 
（１） 評：生徒の在籍異動が、昨年度、一昨年度に比べて多いのは、何か理由があるか。 

○：主な理由は進路変更であり、年度途中での異動が多かった。 
○：２年生は、１年生からなんとか苦労しながらも進級したものの途中で息切れし 

てしまい、１年生は、入学したものの自分がやりたいこととは違った、という 
ケースが多い。 
 
 



（２） 評：保護者から要望の出ている防犯灯の設置について、生徒が必要としている具体 
 的な場所は示されているか。 

    ○：具体的な場所は示されていないが、自転車の通学路に必要だとの声がある。 
    評：自転車通学生の人数はどれくらいか。 
    ○：約２０名。階上方面からの生徒や寮生に多い。 
    評：洋野町内には２つの県立高校があるが、県の高校再編計画では、将来的な２校 

の統合計画はあるのか。 
    ○：現在のところは、そのような計画はない。 
 
６ 提言 
 Ａ氏：今年度の本校３年生の志願状況は、種市高校志願者３０％、久慈地域の高校志願者 

１５％、八戸市内の高校志願者５０％、その他地域の高校志願者５％のようになって 
いる。種市高校への進学希望の理由は、潜水や測量の資格取得、レスリング部への入 
部が多い。レスリング部以外にも、生徒が高校入学後に活躍できる部がもう一つくら 
いあるとよい。 

 Ｂ氏：洋野町指定無形民俗文化財の瀧澤鶏舞を子どもたちに指導しており、今後も伝えて 
いきたい。小学校でも児童数が少なく、他校と合同で部活動をしているような状況で 
ある。子どもたちは少ない人数で一生懸命活動し、心身共に疲れているので、みんな 
で支える必要がある。種市高校には、地域の学校として頑張ってほしい。 

 Ｃ氏：創立７０周年事業、ご苦労様でした。 
 Ｄ氏：特になし。 
 
７ その他 
 
８ 閉会 


